
４－２－１－２ 業務成績評定の平均点 
 

評価項目 評 価 基 準 配 点 

県発注業務の令和３

年から令和６年までの

成績評定の平均点 

※（ ）建築設計業務 

８２点以上 （７９点以上） 3.0 点 

８１点以上８２点未満 （７８点以上７９点未満） 2.5 点 

８０点以上８１点未満 （７７点以上７８点未満）  2.0 点 

７９点以上８０点未満 （７６点以上７７点未満）  1.5 点 

７８点以上７９点未満 （７５点以上７６点未満）  1.0 点 

７７点以上７８点未満 （７４点以上７５点未満） 0.5 点 

７７点未満 （７４点未満） 0.0 点 

 

 

【評価に関する運用事項】 

１）県発注業務とは、青森県の行政機関が発注した業務であり、県警、教育委員会についても対

象とする（公社、職員共済組合等は対象外）。 

２）対象となる業務は、令和３年１月１日から令和６年１２月３１日までに完成（完成届に記載

された完成年月日）した県発注業務とする。なお、業務成績の付されていないものは対象外と

する。 

３）業務成績評定の平均点は「成績評定考査基準」の業務種類毎に算定し、同区分（設計業務、

土質調査業務等）の業務に対して評価する。 

４）共同企業体受注業務の業務成績は、出資比率に関わらず各構成員の業務成績として対象とす

る。 

５）次回改定（令和８年７月）においては、業務成績評定の平均点の算定方法を、業務の品質確

保の観点から変更する予定である。 

 

成績評定の平均点＝（令和４年１月１日から令和７年１２月３１日までに完成した県発注業務

の成績評定の平均点）－（令和７年７月１日から令和８年３月３１日までに契約した県発注業

務（業務種別は問わない）の低入札価格調査制度による調査対象業務の件数）×０．５点 

 

 

【技術提案書記入の留意点】 技術提案書への記載不要。 

 

 

【添付資料】 不要。 
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４－２－２－６ 継続教育の取組状況 

 

評価項目 評 価 基 準 配 点 

継続教育の取組状況 

各団体の目標（推奨）単位数を満たしている 1.0 点 

上記以外 0.0 点 

 
 
【評価に関する運用事項】 

１）目標（推奨）単位の単位数及び取得年数については各団体の定めによるものとし、その証明 

日は前年度末（3 月 31 日）時点とする（証明書は１年間有効とし、写しを添付）。 

令和７年度中に公告される業務工事には、令和７年３月３１日を証明日とする証明書の写し

の提出が必要となる。令和７年度中に取得する単位は、翌年度に評価される。 

 

 

２）継続教育は、入札に参加しようとする業務の種別、配置予定技術者の保有する資格の種別、 

及び継続教育制度を実施している団体の種別に関係なく、各団体が定めている目標（推奨）単 

位を満たすことにより評価の対象とする。 

３）下表は、建設系 CPD 協議会に加入している団体の内、継続教育制度を実施し目標（推奨）単

位数を定めている団体の基準であるが、他の団体の継続教育制度についても評価するものとす

る。 
 
 

団体名 継続教育制度 目標（推奨）単位 

全国土木施工管理技士会連

合会 
継続学習制度（CPDS) 

20 ユニット／年 

40 ユニット／2 年 

60 ユニット／3 年 

80 ユニット／4 年 

100 ユニット／5 年 

空気調和・衛生工学会 
設備技術者継続能力開発シ 
ステム（SHASE-CPD） 

50 ユニット／年 

250 ユニット／5 年 

建設コンサルタンツ協会 CPD 制度 50 単位／年 

地盤工学会 G-CPD 制度 50 ポイント／年 

土木学会 土木学会 CPD システム 50 単位／年 

日本環境アセスメント協会 JEAS-CPD 制度 50 単位／年 

日本技術士会 技術士 CPD（技術研鑽）制度 
50CPD 時間／年 

150CPD 時間／3 年 

日本建築士会連合会 建築士会 CPD 制度 12 単位／年 

日本造園学会 造園 CPD 制度 50 単位／年 

日本都市計画学会 都市計画 CPD 50 単位／年 

農業農村工学会 技術者継続教育機構（CPD) 50 単位／年 
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